
1 星峠の棚田
Hoshitoge Rice Terrace

298　138　536　＊58 2 儀明の棚田 298　173　704　＊63
Gimyo Rice Terrace

3 蒲生の棚田 298　174　838　＊21
Kamou Rice Terrace

6 蓬平の棚田
Yomogihira Rice Terrace

9 小荒戸の棚田
Koarato Rice Terrace

4 松代の棚田 298　179　365　＊25
Matsudai Rice Terrace

5 菅刈の棚田
Sugakari Rice Terrace

7
清水の棚田

Shimizu Rice Terrace

8 田野倉の棚田
Tanokura Rice Terrace

認定地区 認定地区 認定地区 認定地区

認定地区

認定地区

認定地区

清水ミュージアム

冬期閉鎖

冬期閉鎖

冬期閉鎖

6

5

至上越

至柏崎

至犀潟
　直江津 北　越　急　行　ほ　く　ほ　く　線

北　越　急　行　ほ　く　ほ　く　線
薬　師　ト　ン　ネ　ル

儀
明
峠
ト
ン
ネ
ル

寺田

莇平

仙納
蓬平

会沢

菅刈
太平

松代

苧島

犬伏

孟地

中子 滝沢

片桐山

清水

桐山

儀明

小池

蒲生

室野

福島

星峠

竹所

名平

池尻

池尻

千年

田野倉
石 畑

諏 訪 峠

蒲生ぶなが池

353

253

403

403

253

353

〒

松代おやっこ村
ふれあい広場

・農村公園
・コテージ
・パターゴルフ場

石
地
蔵

鯖　
石　
川

渋

　海

　川

石

　黒

　・

　松

　代

　線
棚田

棚田

3

8

棚田

2
棚田

1棚田

棚田

7棚田

棚田

棚田

棚田
棚田

棚田

蓬平城山
▲370

▲375
蒲生城山

鍋立山
▲541

薬師堂

至川西

苧
島
橋

伊沢和紙
工房「けやき」

国指定重要文化財
松苧神社

ポットホール

丸山森林公園ブナ林

大ケヤキ

［伊沢橋］

雪中隧道

松
之
山
街
道

薬　師　ト　ン　ネ　ル

至十日町
　六日町

至十日町
　六日町

牛池

海老

松代東山

松代下山

木和田原

松代田沢

4

9 越

　道

　川

犬
伏
ト
ン
ネ
ル

田
沢
ト
ン
ネ
ル

文県立松代高校

文松代中

文

松代総合体育館

県立
松代病院

［新千年大橋］

［新大橋］
［池尻大橋］

［松之山大橋］

松代公民館

JA修理工場

「道の駅」まつだいふるさと会館

菖蒲・あじさい公園

小荒戸

池之畑

小屋丸

〒

〒

まつだい駅

東

　川

松 代

・
松
之
山
線

まつだい
郷土資料館

十日町地域消防本部
しぶみ分署

松代城山
▲386

松代城跡公園
キャンプ場

子育て地蔵

松代ファミリー
スキー場

犬伏城山
▲365

標高
360m

十日町市松代支所

松代小

松
代

・ 田
野 町

線

松 之
山
街
道

休憩所

渋　海　川

室野局

城川ダム ［渋海川橋］

［福島橋］

﹇
佐
越
橋
﹈

至松之山
　津南

早稲田大学
松代自動車練習場

濁　　川

濁

至上越

室野城山
▲509

正面倉山
▲558

奈良立

林
　道
　室

　野

　福

　島
　線

月
　池　・

　松
　代
　線

絶景の露天風呂
まつだい芝峠温泉「雲海」

薬師遊歩道
（ブナ林）

松  

代
・
天  

水  

島  

線

WC

WC

松
　代

　・

　高

　柳

　線

P

P
棚田展望台

イエローハウス

竹所シェアハウス
ＧＳ

ＧＳ

P

夢テラス
（棚田写真館）WC

すべらない神様

棚田展望台

渋

　海

　川

山ノ家 Cafe&Dormitory宿
松苧ドミトリィ宿民宿みらい宿

松代棚田ハウス宿

MATSUDAI AREA Rice Terrace MAP

上越市大島区

十 日 町

川　　西

0m 500m 1000m

〈凡　例〉

国　道
県　道

徒　歩
市道・農道

ベストアングル
ポジション
それぞれの棚田撮影の
ベストアングルです。

●ゴミの投げ捨ては絶対にしないでください。自分で出した
ゴミは自分で責任をもって持ち帰りましょう。

●地域の財産である山菜やキノコ、山野草などは絶対に取ら
ないでください。

●田んぼや畑は、囲いがなくても地元の人の土地です。絶対に
入らないでください。

●車は駐車帯にきちんと止めてください。
●農道内の車の乗り入れや、すれ違いのできない場所での駐車
はしないでください。

●山火事防止のため、火気の取扱いには充分に注意しましょう。
●これからも多くの方々に里山の景色を楽しんでいただけます
よう、美味しいお米を生産する場として受け継がれますよう、
ご協力をお願いします。

●美しい自然をみんなで保護し、大切に育てましょう。マナーの
厳守をお願いします。

お 願 い 事 項

白藤

大楓

城川ダム公園

新潟県の名水
実昇清水

1

2

7

8

小春食堂9

はらた家

（　　越後まつだい里山食堂）4

きくやキッチン3ファミリーマート・

澁い（カールベンクスハウス）

くしやき孝

あずま
柳麺28

10

12

５ そば処 松苧

6 峠の茶屋「蔵」

【観光施設】
●まつだい雪国農耕文化村センター「農舞台」…
●道の駅まつだいふるさと会館……
●松代・松之山温泉観光案内所………
●松代ファミリースキー場…………
●まつだい郷土資料館………………

595-6180
597-3912
597-3442
597-3330
597-2138

【バス・タクシー】
●東頸バス……………………………
●東部タクシー松代営業所…………

599-2312
597-2254

【官公庁】
●十日町市松代支所…………………
●松代公民館…………………………

597-2220㈹
597-2301

インフォメーション 〔市外局番 025〕

【消防・警察・病院】
●十日町地域消防本部しぶみ分署…
●十日町警察署………………………
●松代交番……………………………
●新潟県立松代病院…………………
●新潟県立十日町病院………………

597-2310
752-0110
597-2010
597-2100㈹
757-5566

宿泊施設ご案内
宿　　名 電話番号

597-3939

597-2204

090（2557）8977

まつだい芝峠温泉「雲海」
松苧ドミトリィ（団体用）
民宿みらい

宿

宿

宿

595-6770山ノ家 Cafe&Dormitory宿

594-7555松代棚田ハウス宿

080（5870）1329まつだいゲストハウスお松の家宿

WC

まつだい芝峠温泉「雲海」
まつだい自然体験工房

宿

11（　　食堂みはらし）

WC

越後松代棚田群・棚田マップ

星峠の棚田

蓬平の棚田

奴奈川キャンパス
FC越後妻有

中国ハウス

儀明の棚田 蒲生の棚田

明後日新聞社文化事業部

柏崎市高柳町

芝峠やぶこさき
キャンプ場

清水の棚田

まつだい雪国農耕文化村センター「農舞台」

大地の芸術祭アート作品群

［越道大橋］

脱皮する家

松代の棚田

まつだいゲストハウス
お松の家

宿

小荒戸の棚田

お食事処ご案内

1

2

4

5

6

7

8

店　　名 電話番号定休日

597-2327

597-2218

595-6180

水曜日

火・水曜日

木曜日

597-3052

597-3390不定休

水曜日

595-6770

594-7944

火・水曜日

月・火・水曜日

597-2290

597-3630日曜日

月・火曜日

あずま
はらた家

越後まつだい里山食堂
3 594-7433不定休きくやキッチン

そば処 松苧
峠の茶屋「蔵」
澁い（カールベンクスハウス）
山ノ家 Cafe&Dormitory
小春食堂
くしやき孝

柳麺28
597-3939水曜日まつだい芝峠温泉

「雲海」内

9

10

11 　　　 食堂みはらし
12 火曜日

第１・第３日曜日 090（7233）8667

松之山
松之山温泉

美人林

里山科学館
越後松之山「森の学校」
キョロロ

越後妻有大厳寺高原
キャンプ場
越後妻有松之山温泉
スノーパーク

至松之山

令和４年２月、農林水産省より棚田地域の振興に
関する取組が評価され、優良な棚田を認定する取組
「つなぐ棚田遺産 ～ふるさとの誇りを未来へ～」に
新潟県十日町市松代地域から７地区が認定されました。
松代地域には、四季折々に美しい景観を見せてくれる
『棚田』があり、越後松代棚田群と呼ばれています。
　『棚田』とは、傾斜地に段になって作られた水田の
ことで、情緒あふれる農村の原風景が現在も数多く、
大切に保存されています。



歴史の道百選
松之山街道

蒲生宿

松代宿

松代城

蒲生城址

松代郵便局

渋海（しぶみ）川

まつだい
「農舞台」まつだい

郷土資料館

「道の駅」
まつだいふるさと会館

松代公民館

JA

県立松代病院

交番
まつだい駅

ほくほく線

至高柳・柏崎
至犀潟・直江津

至
上
越

至
松
之
山

至柏崎

菅刈

三国（魚沼道）

至越後湯沢

ブナ林

卍少林寺

卍
広徳寺

　　卍
長命寺
大公孫樹

大地の芸術祭アート作品

松泉寺卍

松代小学校

松代中学校

県立松代高校

至南魚沼

松代総合体育館●

十日町市
松代支所

●第四銀行

●松代町
　商工会

253

253

353

353

403
403

JA修理工場

十日町地域消防本部
しぶみ分署

保育園

253
犬伏宿

犬伏城址

松苧神社

田沢十二神社大けやき

〒
ＧＳ

おおらかに巡る

上
杉
謙
信
ゆ
か
り
の
地
を
行
く

ブ
ナ
林
・
ブ
ナ
林
遊
歩
道

　
厳
し
い
風
雪
に
耐
え
て
、
青
空

に
す
っ
く
と
伸
び
た
〝
ブ
ナ
〞
の

木
の
群
落
。木
漏
れ
日
の
中
で
森

林
浴
を
楽
し
め
ば
、
カ
ラ
ダ
中
が

自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
満
た
さ
れ

て
い
く
よ
う
で
す
。み
ず
み
ず
し

い
若
葉
の
緑
か
ら
鮮
や
か
な
錦
を

ま
と
う
紅
葉
の
頃
ま
で
。ブ
ナ
林

は
ど
の
季
節
も
限
り
な
く
純
粋
に

心
の
休
息
を
深
め
て
く
れ
ま
す
。

越
後
松
代
城

　
標
高
３
８
４
ｍ
の
城
山

山
頂
に
そ
び
え
る
松
代
城

は
、
昭
和
56
年
に
建
て
ら

れ
た
松
代
の
シ
ン
ボ
ル
。

美
し
い
白
壁
と
城
を
囲
む

樹
林
の
緑
が
豊
か
な
調
和

を
描
い
て
い
ま
す
。天
守

閣
に
は
展
望
台
が
あ
り
、

松
代
の
街
並
や
魚
沼
の
山

の
連
な
り
ま
で
、
視
界
３

６
０
度
の
眺
望
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

松
苧
神
社

（
国
重
要
文
化
財
）

　
大
同
２
年（
８
０
７
）、
坂

上
田
村
麻
呂
が
奴
奈
川
姫

を
祀
る
た
め
に
建
立
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
古
社
。ま
た

上
杉
謙
信
を
は
じ
め
と
す

る
戦
国
武
将
た
ち
の
祈
願

所
で
あ
っ
た
と
も
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。県
内
最
古
の

木
造
か
や
ぶ
き
屋
根
造
り

の
建
築
物
と
し
て
、
ま
た
類

例
の
な
い
珍
し
い
社
と
し

て
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

謙
信
公
軍
配
・
小
刀

（
十
日
町
市
指
定
文
化
財
）

　
上
杉
謙
信
公
が
三
国

峠
を
越
え
て
関
東
へ
出

陣
す
る
お
り
、
14
回
に
わ

た
っ
て
松
代
の
地
を
通

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。松
苧
神
社
に
は
謙
信

の
軍
配
が
奉
納
さ
れ
て

お
り
、
往
時
の
記
憶
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館

（
十
日
町
市
指
定
文
化
財
）

　
高
い
建
築
技
術
を
駆
使
し

た
重
厚
な
建
物
と
落
ち
着
い

た
室
内
に
さ
り
げ
な
く
置
か

れ
た
古
民
具
の
数
々
。

　
展
示
室
に
は
、
地

域
の
象
徴
松
苧
神
社

と
松
代
の
歴
史
、
美

し
い
棚
田
の
残
る
ふ

る
さ
と
の
暮
ら
し
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

　
や
す
ら
ぎ
の
空
間

で
、
古
き
良
き
松
代

の
歴
史
や
文
化
を
体

感
し
て
く
だ
さ
い
。

室
野
・
城
川
ダ
ム

　
貯
水
用
の
ダ
ム
の
周
辺
に

は
、
公
園
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。芝
生
広
場
や
東
屋
、
釣
り

堀
な
ど
が
あ
り
、キ
ャ
ン
プ
に

も
利
用
で
き
ま
す
。フ
ァ
ミ

リ
ー
で
手
軽
な
ピ
ク
ニ
ッ
ク

気
分
を
満
喫
で
き
ま
す
。

ま
つ
だ
い
ふ
る
さ
と
会
館

　
国
道
２
５
３
号
沿
い
に
あ
る

「
ま
つ
だ
い
駅
」
に
併
設
さ
れ
た

多
目
的
施
設
で
す
。木
の
温
も

り
が
感
じ
ら
れ
る
館
内
は
、
特

産
物
販
売
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
コ

ン
ビ
ニ
、
多
目
的
ホ
ー
ル
を
完

備
。毎
週
土
・
日
曜
日
に
は
地

元
の
山
菜
や
野
菜
な
ど
を
集
め

た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
愛
の

風
」（
４
月
〜
11
月
）
が
人
気
を

博
し
て
い
ま
す
。　「

大
地
の
芸
術
祭
」
松
代
エ
リ
ア
の
中
心

が
「
ま
つ
だ
い
農
舞
台
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
で
す
。現
代
ア
ー
ト
の
作
品
群
と

棚
田
が
点
在
し
、
駅
か
ら
手
軽
に
現
代
ア
ー

ト
と
自
然
が
体
感
で
き
る
エ
リ
ア
と
し
て

人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
雪
の
松
代
城
を
舞
台
に
、城
と
り
合
戦

を
繰
り
広
げ
る
「
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の

陣
」。松
代
に
ゆ
か
り
の
深
い
戦
国
の
名

将
上
杉
謙
信
公
に
ち
な
ん
で
、毎
年
３
月

の
第
２
土
・
日
曜
に
行
わ
れ
る
ユ
ニ
ー

ク
な
冬
祭
り
で
す
。

　
会
場
と
な
る
城
下
町
に
は
、食
い
倒
れ

横
丁
と
呼
ば
れ
る
地
元
屋
台
が
軒
を
並

べ
、
武
者
行
列
や
大
花
火
大
会
、
手
作
り

み
こ
し
合
戦
な
ど
が
華
や
か
に
繰
り
広

げ
ら
れ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。最
大
の
見
ど

こ
ろ
は
「
の
っ
と
れ
！
松
代
城
」
と
称
し

た
雪
中
鉄
人
レ
ー
ス
で
、全
長
３
㎞
の
雪

道
に
仕
掛
け
ら
れ
た
数
多
く
の
難
関
を

突
破
し
、標
高
３
８
４
ｍ
の
松
代
城
山
山

頂
を
目
指
し
、一
番
乗
り
を
競
う
レ
ー
ス

で
す
。砦
越
え
や
堀
越
え
、
地
獄
谷
渡
り

な
ど
、
数
々
の
試
練
を
く
ぐ
り
抜
け
、
見

事
城
主
の
座
を
射
止
め
る
の
は
誰
か
？

熱
気
と
感
動
に
包
ま
れ
る
、雪
国
の
醍
醐

味
に
満
ち
た
勇
壮
な
祭
り
で
す
。

菖
蒲
園

　
紫
色
の
風
が
吹
く
、
６
月
の
松

代
城
跡
公
園
。丘
陵
に
広
が
る
野

は
菖
蒲
の
花
で
埋
め
つ
く
さ
れ
、

風
が
甘
い
香
り
を
運
ん
で
き
ま

す
。白
、紫
、薄
紅…

清
ら
か
な
水

に
育
ま
れ
た
可
憐
な
花
々
と
の

出
会
い
。日
本
の
夏
の
風
情
を
求

め
て
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
人
達

が
訪
れ
ま
す
。

古を探る

松代・松之山温泉観光案内所

展望露天風呂

貸切り露天風呂

別館和洋室

展望テラス

松
之
山
街
道

 

「
歴
史
の
道
百
選
」

（
文
化
庁
選
定
）

　
別
名
、妻
有
道
と
呼
ば
れ
る
松
之
山
街
道
は
、中
世
か
ら
の

街
道
で
あ
り
、
三
国
街
道
に
合
流
す
る
道
と
し
て
多
く
の
庶

民
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。近
世
江
戸
時
代
に
は
、こ
の
街
道
沿

い
に「
蒲
生
宿
」「
松
代
宿
」「
犬
伏
宿
」と
い
う
宿
駅
が
幕
府
に

よ
り
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
蒲
生
宿
】

　
松
代
で
一
番
の
高
所
に
あ
る
蒲
生
宿
は
、
積
雪
も
多
く
村
人
は
大

変
苦
労
し
た
と
い
い
ま
す
。延
享
元
年（
１
７
４
４
）に
は
、
遊
行
五

十
一
代
賦
存
上
人
が
こ
の
地
を
訪
れ
、「…

薬
師
峠
を
越
え
る
が
山

川
難
所
が
多
く
言
語
道
断
」、「
蒲
生
、
大
島
間
は
事
の
ほ
か
雪
が
多

く
道
中
大
難
所
な
り
こ
の
末
々
用
心
せ
よ
」
な
ど
と
記
述
し
て
い
ま

す
。名
僧
も
大
雪
に
忌
々
し
さ
を
感
じ
る
ほ
ど
の
豪
雪
地
で
す
。

【
松
代
宿
】

　
当
時
の
面
影
を
残
す
石
仏
が
点
在
す
る
松
代
宿
は
、高
田
藩
主
・

松
平
光
長
の
時
代
に
六
斎
市
が
開
か
れ
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
す
。ま

た
、陣
屋
も
置
か
れ
、切
支
丹
御
制
札
、火
付
け
御
制
札
、宿
場
御
制

札
と
い
っ
た
高
札
も
あ
り
ま
し
た
。江
戸
末
期
に
は
22
戸
の
旅
宿

が
建
ち
並
ぶ
な
ど
、山
間
に
し
て
は
珍
し
い
宿
駅
で
し
た
。

【
犬
伏
宿
】

　
上
杉
謙
信
が
活
躍
し
た
戦
国
時
代
に
は
山
城
が
あ
り
、
現
在
も

そ
の
歴
史
の
面
影
を
街
道
沿
い
に
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。当
時

の
山
城
は
、集
落
全
体
が
一
つ
の
館
で
、自
然
の
地
形
を
う
ま
く
利

用
し
た
堅
固
な
構
え
は
、
難
攻
不
落
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

ま
す
。ま
た
、
こ
の
地
に
は
県
内
最
古
の
建
築
物
で
あ
る
、
松
苧
神

社
が
あ
り
ま
す
。

伊
沢
和
紙
の
復
興
と
技
術
開
発

　和
紙
伝
承
施
設
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
か
つ
て
栄
え
た
伊
沢

和
紙
を
復
興
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
。（
欅
の
会
）

◎
紙
す
き
体
験
も
可
能

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
５（
５
９
５
）６
６
９
２

貸切り露天風呂

別館和洋室

展望テラス

　
展
望
露
天
風
呂
か
ら
は
上
越
国
境
の

山
々
が
一
望
で
き
、
春
や
秋
に
は
眼
下
に

雲
海
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。四
季
を

通
じ
て
色
と
り
ど
り
の
眺
め
を
お
楽
し
み

頂
け
ま
す
。ま
た
、併
設
の
体
験
交
流
施
設

「
松
代
ふ
る
さ
と
道
場
」で
は
、
そ
ば
打
ち

や
あ
ん
ぼ
作
り
な
ど
の
体
験
が
で
き
、
屋

外
（
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
）
に
は
貸
コ
テ
ー

ジ
、遊
歩
道
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

森の息吹と野鳥のさえずりで
目覚めるコテージの朝。

貸山荘
　街の喧騒を逃れて暮らすよう
に、田舎の生活を楽しみたい。そ
んな人におすすめなのが、木のぬ
くもりに満ちた貸別荘。キッチン
やバストイレも完備され、清々し
い自然の中、リラックスした時間
が過せます。

まつだい芝峠温泉「雲海」全景

まつだい
芝峠温泉

TEL（025）597-3939
http://www.shibatouge.com/

MVRDV・まつだい雪国農耕文化村センター 「農舞台」

日比野克彦 「明後日新聞社文化事業部」

奴奈川キャンパス 草間彌生 「花咲ける妻有」

鞍掛純一・日本大学芸術学部彫刻コース有志 「脱皮する家」

大
地
の
芸
術
祭
の
里

越
後
妻
有

パスカル・マルティン・タイユー 「リバース・シティー」

レプリカを
郷土資料館に展示
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●松代観音祭
●ロ・マン24
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松
代
は
全
国
で
も
屈
指
の
豪
雪
地
帯
。

春
に
な
る
と
そ
の
雪
は
大
地
を
潤
す
雪

溶
け
水
と
な
り
、
米
・
酒
・
野
菜
・
山
菜

な
ど
松
代
自
慢
の
豊
か
な
実
り
を
育
み

ま
す
。自
然
の
幸
を
慈
し
み
、
味
噌
や
醤

油
、
漬
物
、
山
菜
加
工
品
な
ど
の
保
存
食

に
仕
上
げ
て
い
く
の
は
地
元
の
お
母
さ

ん
達
。農
家
の
冬
仕
事
だ
っ
た
ワ
ラ
細
工

や
し
め
な
わ
作
り
も
脈
々
と
今
に
受
け

継
が
れ
、
雪
国
の
風
情
を
宿
し
た
素
朴
な

民
芸
品
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　基本的な製造過程は
清酒と同じですが、農
薬・化学肥料を一切使
わずに栽培した自家栽
培米だけを使い、添加
物も一切使用せず、も
ろみを濾していないの
が特徴です。そのため
香りと味が濃厚に仕上
がっています。

「
ま
つ
だ
い
」の

ご
つ
おつ（

ご
ち
そ
う
）

まつだい駅
ほくほく線発祥の地
まつだいふるさと会館
道の駅

ふ
る
さ
と
の
味
と
技
に
息
づ
く

素
朴
な
暮
ら
し
の
手
ざ
わ
り
。

ふ
る
さ
と
の
味
と
技
に
息
づ
く

素
朴
な
暮
ら
し
の
手
ざ
わ
り
。

　
旅
の
楽
し
み
は
郷
土
の
料
理

に
出
会
う
こ
と
。地
元
伝
統
の
味

が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。松
代
を
訪

れ
た
ら
田
舎
の
お
土
産
を
こ
ち

ら
で
。

越
後
松
代
の
特
産
品

山
の
幸
、民
の
幸
。

と
れ
た
て
の
自
然
と

人
情
が
心
に

ぬ
く
も
り
を
運
ぶ
。

あんぼ

棚田米（魚沼産コシヒカリ）

どぶろく

山
の
幸
、民
の
幸
。

「
ま
つ
だ
い

ごごご
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山
の
幸
、民
の
幸
。

と
れ
た
て
の
自
然
と

人
情
が
心
に

ぬ
く
も
り
を
運
ぶ
。

山と森の魅力芸術にふれる自然との対話

歴史への招待

体も心もあたたまる喜びの温泉

山と森の魅力自然との対話

歴史への招待

喜びの温泉

深
山
フ
ジ

　
手
付
か
ず
の
自
然
が
い
っ
ぱ

い
の
松
代
の
山
々
に
は
フ
ジ
が

た
く
さ
ん
自
生
し
て
い
ま
す
。５

月
中
旬
頃
に
な
る
と
薄
紫
色
の

フ
ジ
が
山
を
彩
り
ま
す
。珍
し
い

深
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　魚沼産コシヒカリの米粉、大根葉、小豆、よもぎを使っ
た伝統食。地元の食材で、地元のお母さん達が手がける、
手づくりの素朴な味わいが好評です。

　人々が長い歳月をかけ造り上
げた棚田でつくった、おいしい
お米です。

十日町市松代支所 地域振興課
〒942-1592 新潟県十日町市松代3252-1

http://www.city.tokamachi.niigata.jp
025-597-2220㈹TEL 025-597-2300FAX

（一社）十日町市観光協会
松代・松之山温泉観光案内所
〒942-1526 新潟県十日町市松代3816

025-597-3442TEL 025-594-7444FAX

■交通のご案内

【お車で】
●東京方面から→
　練馬I.C
　→六日町I.C（187㎞）
　→国道253号線経由：
　　松代（約50分）

●新潟方面から→
　新潟西I.C
　→越後川口I.C（76.7㎞）
　→国道117・253号線経由：
　　松代（約50分）

●北陸方面から→
　金沢東I.C
　→上越I.C（175.6㎞）
　→国道253号線経由：
　　松代（約60分）

新潟西I.C

長岡JTC

越後川口I.C
金沢東I.C

上越I.C

六日町I.C

練馬I.C

関
越
自
動
車
道

国
道
１７
号
線

北陸自動車道

国道
253号線

国道
117号線

松代

【電車で】
●東京方面から→
　上越新幹線
　　東京→越後湯沢（約70分）
　ほくほく線
　　越後湯沢→まつだい（約45分）

●新潟方面から→
　上越新幹線
　　新潟→越後湯沢（約50分）
　ほくほく線
　　越後湯沢→まつだい（約45分）

●北陸方面から→
　北陸新幹線
　　金沢→上越妙高（約60分）
　えちごトキめき鉄道　
　　上越妙高→直江津（約15分）
　ほくほく線
　　直江津→まつだい（約40分）

新　　潟

浦　　佐

越後湯沢

上　　野

東　　京

上
越
新
幹
線

北
陸
新
幹
線

上
越
線

えちごトキめき鉄道

六
日
町十日町

直江津

北陸本線
ほくほく線

まつだい上越妙高金　　沢

長　　岡

越後松代
棚田群

新潟県十日町市

まつだい

「芝峠特産加工品組合」
TEL：025－597－2133
（営業日：火・土・日曜日）
（冬期は変更あり）

た伝統食。地元の食材で、地元のお母さん達が手がける、

まつだいふるさと会館内
「おみやげ処　ふるさと」
ＴＥＬ：０２５－５９７－３９１２

まつだいふるさと会館内
「おみやげ処　ふるさと」
ＴＥＬ：０２５－５９７－３９１２

「みらい酒店」
TEL：025－597－2561


